
900

27Ｈ

H28目標値

71

900

事業費合計 2,034

正規職員人件費 0.13 1,126

（ 人）

⑥
評
　
　
　
　
価

評
価
項
目

事業費に占める補助金の割合 81%以上

補助の方向性 拡大

評
価
理
由

学校における部活動の意義は大きく、生徒指導上でも大きな役割を果たしている。しかし生徒の活躍の場は多様化しており、民間のクラブチーム等で活躍する
生徒も多い。各学校では、運動部の指導者不足や審判不足が深刻化しているところがあるが、外部指導者の導入、外部審判員の導入、若手教員の育成を図
り、部活動の活性化や大会のスムーズな運営を図っている。運動に親しみ、運動を得意とする生徒を育成するため、今後も所沢市体育協会をはじめ、関係機
関と連携を図り、教員のスキル向上と各競技団体の競技力向上を目指す。

61%～80% 41%～60% 21%～40%

人 1,134 0.13人

単位

％

②
事
　
業
　
の
　
内
　
容

補助の目的（どのよ
うな効果を目指して
いるか）

当該団体に交付金を交付することで、所沢市内における中学校体育を振興し、体力向上を図り、スポーツ精神の涵養を目的とする

Ｈ

（千円） 平成

27

（千円）28 年度

単位 Ｈ 26

将来目標

75

「実績」
縮小図る

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

71

5,689 5,504

Ｈ

20%以下

26

健やかな体の育成学校教育節

団体活動の自主性
自主性は
高い

ある程度
自主的である

自主性は
低い

人）

「中学校体育連盟」は、所沢市内における中学校体育を振興し、体力向上を図り、スポーツ精神を養うために組織された。当該団体の活動を支
援するため、昭和24年から交付金の交付を行っている。

基本
方針

900

26 年度 （千円）

1 中学校体育連盟より事業計画を受理する。
２ 事業計画に従い、教員の指導力向上を図るための授業研究会、生徒のスポーツ精神の涵養や体力の向上を図るため
部活動の大会の運営を行う。

平成 27 年度

スポーツ基本法、中学校体育連盟補助金交付要綱

所沢市スポーツ推進計画

中学生体力調査事業

スポーツ振興課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 学校体育

根拠法令

部課コード 810400 ℡ ２９９８－９２４８

年度事務事業評価表（団体運営費補助用）　　　　　
担
当
部
課終了年度 年度

事業コード
中学校体育連盟補助金

平成 28

810404

①事務事業名

分野別計画・指針

総合計画の体系 章 教育・文化・スポーツ

関連・類似事業

年度 →開始年度 昭和　24

団体における実施
事業の概要

単位

団体への加盟数

補助開始の背景

15
校

≪会計種別≫

補助金支出額予算現額 900

③
経
　
　
　
費

一般会計 平成

補助額決算　（見込み含む）

（

団体の活動費の総額 931

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

人

930

900

（（ 人）

目標値 71

2,026

人）

H28見込み 将来目標

5,8005,559

932

現状維持 縮小 終了

部活動大会参加者数 大会参加者

部活動大会に参加した生徒
の割合

大会参加者÷生徒総数×１００

目標達成状況 どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

④
実
績

項目名 項目説明

団体活動実績

スポーツ振興課長　海老沢 康子評価日 H28.8.5 評価者職氏名

⑤
成
果

　 項目名 項目説明

成果指標

⑦
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

無

無
資料作成

規制を受ける環境法令等

緊急事態

実　績

健やかな体の育成

％ 達成率 100 97

71 69


